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消費者安全確保地域協議会
～高齢者等の安全・安心と地域コミュニティの再生～

NACS消費生活研究所 釘 宮 悦 子

　

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、
毎

日
様
々
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
消
費
者
庁
「
令

和
２
年
版　

消
費
者
白
書
」（
以
下
、
消

費
者
白
書
）
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
９
年
の

消
費
生
活
相
談
件
数
は
93
・
３
万
件
で

あ
っ
た
。
前
年
に
比
べ
約
９
万
件
減
少
し

た
も
の
の
、
２
０
０
８
年
以
降
、
毎
年

90
万
件
前
後
を
推
移
し
て
い
る
状
況
に
変

わ
り
は
な
い
。

　

年
齢
層
別
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

消
費
生
活
相
談
が
全
体
の
33
・
０
％
を
占

め
て
い
る
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
の

割
合
は
28
・
５
％
１
で
あ
り
、
消
費
生
活

相
談
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
の
方
が
人

口
に
お
け
る
割
合
よ
り
高
い
こ
と
か
ら
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
高
齢
者
に
特
に
多
く

発
生
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
三
重
県

の
消
費
生
活
相
談
で
も
同
様
の
傾
向
が
見

ら
れ
、
２
０
１
９
年
度
に
三
重
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
の
う
ち

60
歳
代
が
17
・
５
％
、
70
歳
以
上
が
22
・

１
％
の
よ
う
に
、
他
の
年
齢
層
に
比
べ
高

い
割
合
を
示
し
て
い
る
２
。

　

特
に
、
認
知
症
等
の
高
齢
者
に
関
す
る

消
費
生
活
相
談
は
深
刻
な
様
相
を
呈
し
て

い
る
。
消
費
者
白
書
で
２
０
１
９
年
の
全

国
に
お
け
る
販
売
購
入
形
態
別
消
費
生
活

相
談
割
合
の
上
位
３
位
を
見
る
と
、
全
体

で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
を
含
む
通
信

販
売
31
・
８
％
、
店
舗
購
入
22
・
５
％
、

訪
問
販
売
８
・
４
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

認
知
症
等
の
高
齢
者
で
は
訪
問
販
売
34
・

７
％
、
電
話
勧
誘
販
売
18
・
５
％
、
店
舗

購
入
13
・
２
％
で
あ
り
、
訪
問
販
売
や
電

話
勧
誘
販
売
に
よ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が

認
知
症
等
の
高
齢
者
で
多
く
発
生
し
て
い

る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
。

　

高
齢
者
は
在
宅
率
の
高
さ
か
ら
悪
質
な

訪
問
販
売
事
業
者
や
電
話
勧
誘
販
売
事
業

者
に
よ
る
勧
誘
に
遭
い
や
す
く
、
特
に
認

知
症
等
の
高
齢
者
は
自
分
が
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
に
く

い
。
２
０
１
７
年
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

に
お
け
る
一
人
暮
ら
し
世
帯
の
割
合
は

26
・
４
％
、
夫
婦
の
み
の
世
帯
の
割
合
は

32
・
５
％
で
あ
り
３
、
同
居
家
族
に
よ
る

見
守
り
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
生

委
員
や
近
隣
住
民
な
ど
の
見
守
り
に
よ
っ

て
未
然
防
止
を
は
か
る
こ
と
が
最
善
策
と

な
る
。

　

２
０
１
４
年
に
消
費
者
安
全
法
が
改
正

さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
消
費
者
安

全
確
保
地
域
協
議
会
（
以
下
、
地
域
協
議

会
）
の
設
置
が
地
方
消
費
者
行
政
の
基
盤

強
化
等
の
た
め
の
政
策
の
ひ
と
つ
に
位
置

付
け
ら
れ
た
。

　
「
改
正
消
費
者
安
全
法
の
実
施
に
係
る

地
方
消
費
者
行
政
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
消

費
者
庁
，
２
０
１
５
年
３
月
）
で
は
、「
地

域
協
議
会
は
、
地
域
協
議
会
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
区
域
に
お
け
る
消
費
者

安
全
の
確
保
の
た
め
の
取
組
を
効
果
的
か

つ
円
滑
に
行
う
た
め
、
構
成
員
間
で
必
要

な
情
報
を
交
換
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者

安
全
の
確
保
の
た
め
の
取
組
に
関
す
る
協

議
を
行
う
。
構
成
員
は
、
地
域
協
議
会
に

お
け
る
協
議
の
結
果
に
基
づ
き
、
消
費
者

安
全
の
確
保
の
た
め
、
消
費
生
活
上
特
に

配
慮
を
要
す
る
消
費
者
と
適
当
な
接
触
を

保
ち
、
そ
の
状
況
を
見
守
る
こ
と
そ
の
他

の
必
要
な
取
組
を
行
う
」
と
そ
の
概
要
に

記
し
て
い
る
。
消
費
者
行
政
の
枠
組
み
に

お
い
て
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
こ
と
で
、
高
齢
者
等
の
「
消
費
生
活
上

特
に
配
慮
を
要
す
る
消
費
者
」
の
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
防
止
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

　

地
域
協
議
会
は
他
の
福
祉
部
門
な
ど
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
り
一
体
的
に

運
営
さ
れ
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
。
構
成

員
は
各
地
方
公
共
団
体
で
任
意
に
選
ぶ
こ

と
が
出
来
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
の
消

費
者
関
係
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等

の
福
祉
関
係
、
保
健
所
等
の
医
療
・
保
健

関
係
、
警
察
・
司
法
関
係
、
教
育
関
係
な

ど
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
図
１
は
地
域
の

連
携
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

２
０
１
５
〜
２
０
１
９
年
度
に
実
施

さ
れ
た
「
地
方
消
費
者
行
政
強
化
作
戦
」

（
２
０
１
５
年
３
月
24
日
消
費
者
庁
長
官

決
定
）
で
は
、
地
域
協
議
会
を
２
０
１
９

年
度
ま
で
に
人
口
５
万
人
以
上
の
全
市
町

に
設
置
す
る
こ
と
を
政
策
目
標
と
し
て
掲

げ
て
い
た
。
し
か
し
、
２
０
２
０
年
３
月

末
時
点
に
お
け
る
地
域
協
議
会
設
置
済
の

人
口
５
万
人
以
上
の
市
町
数
は
１
２
３

（
22
・
７
％
）
に
留
ま
っ
た
４
。

　

続
く
「
地
方
消
費
者
行
政
強
化
作

戦
２
０
２
０
」（
２
０
２
０
年
４
月
１

１
．
高
齢
者
等
の

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
現
状

２
．
高
齢
者
等
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

未
然
防
止
に
関
す
る
政
策
・

消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会

（一財）
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日
公
表
）
で
は
２
０
２
０
〜

２
０
２
４
年
度
ま
で
の
政
策
目

標
を
掲
げ
、
そ
の
〈
政
策
目
標

４
〉
に
お
い
て
「
高
齢
者
等
の

消
費
者
被
害
防
止
の
た
め
の
見

守
り
活
動
の
充
実
」
を
定
め
て

い
る
。「
人
口
の
少
な
い
町
村

部
で
あ
っ
て
も
見
守
り
活
動
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
人
口
規
模
に
か
か
わ
ら

ず
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者
等
の

消
費
者
が
見
守
ら
れ
る
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
し

て
、
地
域
協
議
会
の
「
県
内
人

口
カ
バ
ー
率
50
％
以
上
」、「
地

域
の
見
守
り
活
動
へ
の
消
費
生

活
協
力
員
、
協
力
団
体
の
活

用
」、「
見
守
り
活
動
を
通
じ
て

実
現
し
た
消
費
者
被
害
の
未
然

防
止
、
拡
大
防
止
」
の
よ
う
な

具
体
的
な
策
を
講
じ
る
こ
と
と

し
て
い
る
５
。

　

消
費
者
庁
で
は
、「
地
域

に
お
け
る
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
た
取
組

事
例
」（
２
０
１
６
年
１
月
公

表
）、「
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
設

置
事
例
」（
２
０
１
７
年
４
月
公
表
）、

「『
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
（
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）』
設
置
事
例
集 

in 

徳
島
」（
第
１
集
：
２
０
１
８
年
９

月
公
表
、
第
２
集
：
２
０
１
９
年
３
月

公
表
、
第
３
集
：
２
０
１
９
年
８
月
公

表
）
な
ど
の
事
例
集
を
ま
と
め
、「
消
費

者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
設
置
の
手
引

き
」（
２
０
１
９
年
４
月
公
表
、
以
下

「
手
引
き
」）
を
作
成
す
る
な
ど
、
地
域

協
議
会
設
置
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
厚
生
労
働
省
を
通
じ
て
地
方
公
共
団

体
の
福
祉
部
局
宛
に
「
手
引
き
」
の
周
知

依
頼
（
事
務
連
絡
）
を
発
信
し
て
い
る
が
、

数
字
が
示
す
よ
う
に
地
域
協
議
会
の
設
置

は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。

　

な
ぜ
地
域
協
議
会
の
設
置
が
進
ま
な
い

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
消
費
者
被
害
の
防
止
や
救
済
の
た
め

の
見
守
り
事
業
に
関
す
る
現
況
調
査
報
告

書　

－

消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会

の
取
組
を
中
心
に

－
」（
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
，
２
０
２
０
年
３
月
27
日
公
表
）
に

よ
れ
ば
、
地
域
協
議
会
を
設
置
し
な
い
理

由
と
し
て
、
既
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
会

議
等
で
対
応
で
き
て
い
る
43
・
２
％
、
事

務
局
運
営
の
た
め
の
人
員
の
確
保
が
難
し

い
37
・
９
％
、
設
置
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

が
な
い
31
・
８
％
、
検
討
す
る
余
裕
が
な

い
26
・
６
％
の
よ
う
な
回
答
が
あ
っ
た
と

い
う
。

　

ま
た
、
消
費
者
庁
は
「
消
費
者
安
全
確

保
地
域
協
議
会
の
設
置
に
対
す
る
阻
害
要

因
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」（
２
０
２
０
年
４

月
24
日
公
表
）
に
お
い
て
、
地
域
協
議
会

設
置
に
関
す
る
主
な
阻
害
要
因
と
し
て
次

の
６
点
を
挙
げ
、
そ
の
解
決
策
を
Ｑ
＆
Ａ

方
式
で
示
し
て
い
る
。

１
．
既
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
連
携
が
取

れ
て
お
り
、
新
た
に
地
域
協
議
会
を

設
置
す
る
こ
と
に
負
担
を
感
じ
る
。

２
．
地
域
協
議
会
の
設
置
に
当
た
り
、
福

祉
部
局
か
ら
協
力
が
得
ら
れ
る
か
心

配
で
あ
る
。

３
．
地
域
協
議
会
に
お
け
る
個
人
情
報
の

取
扱
い
に
つ
い
て
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
わ
か
な
い
。

４
．
地
域
協
議
会
で
は
個
人
情
報
の
共
有

が
行
え
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

消
費
生
活
相
談
窓
口
で
は
、
結
局
本

人
に
相
談
し
て
も
ら
わ
な
く
て
は
な

ら
ず
、
地
域
協
議
会
を
設
置
す
る
メ

リ
ッ
ト
が
わ
か
ら
な
い
。

５
．
地
域
協
議
会
の
設
置
に
伴
い
、
追
加

的
な
予
算
が
必
要
と
な
ら
な
い
か
、

ま
た
、
事
務
量
の
増
加
が
な
い
か
心

配
で
あ
る
。

６
．
社
会
福
祉
協
議
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
利
用
し
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し

た
い
が
、
地
域
協
議
会
の
事
務
局
を

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
す
る
こ
と

は
可
能
か
。

　

阻
害
要
因
を
要
約
す
る
と
、
３
・
４
は

地
域
協
議
会
で
取
り
扱
う
個
人
情
報
、

１
・
２
・
６
は
関
係
部
門
と
の
連
携
、
１
・

５
は
予
算
・
事
務
量
の
負
担
増
に
関
す
る

懸
念
で
あ
る
。
予
算
・
人
員
の
余
裕
も
ノ

ウ
ハ
ウ
も
な
い
中
で
苦
悩
す
る
地
方
公
共

団
体
の
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

こ
こ
で
は
、
事
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
解
決
策
を
検
討
し
て

み
た
い
。

　

ま
ず
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、
滋
賀
県
野
洲
市
の
事
例
が
参
考
に

な
る
。

　

地
域
協
議
会
で
は
、
個
人
情
報
保
護
法

の
例
外
規
定
を
置
く
こ
と
で
消
費
者
の
見

守
り
リ
ス
ト
（
個
人
情
報
）
を
地
域
協
議

会
内
で
共
有
し
、
よ
り
き
め
細
や
か
で
実

効
性
の
高
い
見
守
り
活
動
を
行
う
こ
と
が

出
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
野
洲
市
消

費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
は
、
会
長
及

び
構
成
員
の
代
表
者
が
参
加
す
る
全
体
会

議
と
、
見
守
り
等
の
対
象
と
な
る
者
に
関

わ
る
構
成
員
の
み
が
参
加
す
る
担
当
者
会

議
か
ら
成
る
。
こ
の
中
で
見
守
り
リ
ス
ト

は
、
後
者
の
担
当
者
会
議
の
構
成
員
（
守

山
警
察
署
、
野
洲
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
、
障
が
い
者
自
立
支
援
課
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
福
祉
課
、
健

康
推
進
課
）
の
み
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
協
議
会
の
運
営
や
見
守
り
リ

ス
ト
の
提
供
方
法
を
共
有
す
る
た
め
に
事

務
取
扱
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
全
体
会

議
の
承
認
を
受
け
た
う
え
で
、
担
当
者
会

３
．
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会

設
置
の
阻
害
要
因
と
そ
の
解
決
策 図１　消費者安全確保地域協議会のモデル例　出所：消費者庁「消費者安全確保地域協議会設置の手引き」p.37
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議
の
構
成
員
に
見
守
り
リ
ス
ト
を
提
供
し

て
い
る
。
野
洲
市
で
は
、
こ
の
地
域
協
議

会
の
他
に
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
定
を

金
融
機
関
、
新
聞
専
売
所
、
医
師
会
等
の

民
間
事
業
者
・
民
間
団
体
と
締
結
し
て
い

る
が
、
こ
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
定

の
構
成
員
間
で
の
個
人
情
報
共
有
は
な

い
６
。

　

協
議
会
の
構
成
員
の
範
囲
を
広
げ
れ
ば

見
守
り
の
担
い
手
が
増
え
る
が
、
一
方
で

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
人
員
が
増
え
る
こ

と
に
よ
る
漏
洩
リ
ス
ク
は
高
ま
る
。
ト

レ
ー
ド
オ
フ
に
な
り
が
ち
な
２
つ
の
要
素

を
上
手
く
整
理
し
、
厳
正
に
個
人
情
報
の

共
有
を
行
う
「
地
域
協
議
会
に
よ
る
個
人

情
報
を
活
用
し
た
コ
ア
な
見
守
り
」
と
、

民
間
事
業
者
・
民
間
団
体
が
関
わ
る
「
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
定
に
よ
る
緩
や
か

な
見
守
り
」
を
組
み
合
わ
せ
る
野
洲
市
の

よ
う
な
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
、
地
域
協

議
会
に
お
け
る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
解
決
策
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

　

次
に
、
関
係
部
局
と
の
連
携
に
つ
い
て

埼
玉
県
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

埼
玉
県
に
お
い
て
２
０
２
０
年
６
月
末

時
点
で
地
域
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る

の
は
、
63
市
町
村
の
う
ち
21
市
町
で
あ

る
。
特
定
適
格
消
費
者
団
体
「
さ
い
た
ま

消
費
者
被
害
を
な
く
す
会
」
が
県
か
ら
業

務
委
託
を
受
け
、
各
地
方
公
共
団
体
を
訪

問
し
て
地
域
協
議
会
の
設
置
推
進
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
２
０
１
７
年
４
月
末
時
点

の
８
市
町
か
ら
３
倍
近
く
増
加
し
た
。

　

筆
者
が
行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
お

い
て
、
人
口
10
万
人
規
模
の
Ｃ
市
で
は

２
０
１
８
年
に
地
域
協
議
会
を
設
置
し
て

以
降
、
消
費
生
活
部
門
以
外
へ
の
連
携
が

広
が
っ
て
い
る
状
況
が
確
認
出
来
た
。
た

と
え
ば
、
福
祉
部
門
と
の
連
携
で
は
、
民

生
委
員
の
会
議
で
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関

す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
り
、
介
護
事
業

者
に
対
し
て
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
説
明
を

実
施
し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
教

育
部
門
と
は
、
公
民
館
で
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
を
テ
ー
マ
と
し
た
市
民
講
座
を
開
催
す

る
な
ど
の
連
携
が
広
が
っ
て
い
る
７
。
福

祉
部
門
等
と
の
連
携
に
懸
念
を
抱
く
よ
り

も
、
地
域
協
議
会
の
設
置
に
よ
っ
て
庁
内

連
携
が
拡
大
・
強
化
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
に

焦
点
を
当
て
て
い
く
こ
と
を
地
方
公
共
団

体
に
は
是
非
お
願
い
し
た
い
。

　

予
算
・
事
務
量
の
負
担
増
に
関
し
て
は
、

地
方
公
共
団
体
同
士
の
広
域
連
携
が
解
決

策
の
ひ
と
つ
に
な
り
得
る
。
た
と
え
ば
、

兵
庫
県
で
は
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
７
ヵ

所
に
お
い
て
、
警
察
、
市
町
（
福
祉
担
当
、

消
費
生
活
担
当
等
）、
社
会
福
祉
協
議
会
、

弁
護
士
会
、
司
法
書
士
会
等
を
構
成
員
と

す
る
地
域
協
議
会
（
消
費
生
活
高
齢
者
等

被
害
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
議
）
を

設
置
し
て
、
連
絡
会
議
、
見
守
り
実
践
者

へ
の
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
８
。
他

に
、
山
梨
県
の
富
士
五
湖
広
域
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
は
、
富
士
吉
田
市

を
中
心
と
し
た
富
士
河
口
湖
町
、
西
桂

町
、
忍
野
村
、
山
中
湖
村
、
鳴
沢
村
の
１

市
２
町
３
村
で
地
域
協
議
会
が
構
成
さ
れ

て
い
る
。
小
規
模
な
地
方
公
共
団
体
で

は
、
消
費
者
行
政
を
商
工
観
光
担
当
な
ど

が
兼
務
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
、

元
々
消
費
者
行
政
に
充
分
な
予
算
・
人
員

を
割
く
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
。
そ
の
よ

う
な
地
方
公
共
団
体
で
は
、
単
体
で
地
域

協
議
会
を
設
立
す
る
の
が
難
し
い
こ
と
か

ら
、
広
域
連
携
が
現
実
的
な
選
択
肢
と
な

る
場
合
が
あ
る
。

　

地
方
公
共
団
体
に
地
域
協
議
会
設
立
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
こ
と
も
懸
念
の
ひ
と
つ

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
点
に
関

し
て
は
、
石
川
県
生
活
環
境
部
生
活
安
全

課
消
費
生
活
グ
ル
ー
プ
「
高
齢
消
費
者
等

を
消
費
者
被
害
か
ら
守
る
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議

会
）
の
つ
く
り
方
＆
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

（
２
０
１
８
年
１
月
公
表
、
以
下
「
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
」）
に
具
体
的
な
方
法
が
示

さ
れ
て
い
る
。
第
３
章
で
「
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
作
り
方
」、
第
４
章
で
「
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
営
」、
第
５
章

で
「
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
」
が
実
例
と

と
も
に
示
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
取
り
組

む
手
順
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
場
合
に

は
、ｐ
．
10
に
あ
る「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
フ
ロ
ー
図
」
が
参
考
に
な
る
。

　

こ
こ
ま
で
地
域
協
議
会
の
設
置
に
関
し

て
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
度
設
置
し

て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
で
終
わ
り
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
設
置
後
は
、
高
齢
者
等
の

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
未
然
防
止
に
対
し
て
地

域
協
議
会
が
有
効
に
機
能
す
る
よ
う
な
運

営
が
必
要
に
な
る
。

　
「
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
編
集
委
員
を

務
め
た
金
沢
大
学
の
眞
鍋
知
子
教
授
は

「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
対
象
者

を
中
心
と
す
る
個
人
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

外
に
地
域
協
議
会
と
い
う
集
団
間
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
あ
る
と
い
う
重
層
的
な
構
造
で

あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
両
方
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
閉
じ
た
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う

に
人
や
情
報
を
常
に
循
環
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
」
と
述
べ
て
い
る
９
。
多
く
の
地
域

協
議
会
に
お
け
る
会
議
体
開
催
は
年
１
〜

２
回
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
よ
う
な
開
催
頻
度

で
見
守
り
が
行
き
届
く
と
は
考
え
に
く

い
。「
見
守
ら
れ
る
高
齢
者
等
は
、
そ
の

人
を
中
心
と
し
た
ミ
ク
ロ
な
レ
ベ
ル
の
個

人
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
取
り
巻
か
れ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
と
直
接
サ
ポ
ー
ト
の
授
受

を
す
る
身
近
な
個
人
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

メ
ン
バ
ー
に
こ
そ
、
消
費
者
被
害
に
関
す

る
情
報
の
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
、
広
く
張
っ

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
す
」
と
眞
鍋

教
授
は
身
近
な
個
人
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
。　

　

身
近
な
個
人
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、

家
族
や
近
所
付
き
合
い
な
ど
、
市
民
が
相

互
扶
助
意
識
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
の
中
で

暮
ら
し
て
い
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
こ

と
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

地
縁
的
な
つ
な
が
り
は
、
い
ま
の
日
本
社

会
で
は
殆
ど
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
自
治

会
・
町
内
会
組
織
が
残
っ
て
い
て
も
、
周

辺
部
に
お
い
て
は
人
口
減
少
に
よ
り
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
治
機
能
が
弱
体
化

し
、
都
市
部
に
お
い
て
は
人
と
人
の
つ
な

が
り
自
体
が
希
薄
化
し
て
い
る
。
以
前
の

よ
う
な
密
接
な
関
係
性
を
持
っ
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
難
し

い
で
あ
ろ
う
。

　

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン

タ
ー
の
広
井
良
典
教
授
は
、「
農
村
型
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
「
都
市
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
を
対
比
し
、「
日
本
社
会
に
お
け

る
根
本
的
な
課
題
は
、『
個
人
と
個
人
が

つ
な
が
る
』
よ
う
な
、『
都
市
型
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
』
な
い
し
関
係
性
と
い
う
も
の
を

い
か
に
作
っ
て
い
け
る
か
、
と
い
う
点
に

集
約
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
10
。「
都

市
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
は
個
人
を
ベ
ー
ス

と
す
る
公
共
意
識
に
よ
っ
て
人
と
人
が
つ

な
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
経
済
成
長
と
と

も
に
失
わ
れ
て
い
っ
た
共
同
体
的
な
一
体

４
．
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
再
生
が
鍵
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釘
くぎ

宮
みや

 悦
えつ

子
こ

意
識
に
よ
る
「
農
村
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

と
は
明
ら
か
に
性
質
が
異
な
る
。
昔
を
取

り
戻
そ
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
新
た
な

姿
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生
し
て
い

く
こ
と
が
、
い
ま
の
社
会
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。
地
域
協
議
会
の
問
題
に
置
き
換
え

れ
ば
、
地
方
公
共
団
体
が
つ
く
る
地
域
協

議
会
と
い
う
集
団
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対

し
て
、
そ
こ
に
内
包
さ
れ
る
個
人
間
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
そ
の
個
人
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
新

た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
こ
と
に

な
る
（
図
２
参
照
）。

　

元
々
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
人

間
の
誕
生
か
ら
死
に
至
る
ま
で
の
儀
礼
執

行
や
困
り
ご
と
の
解
決
機
能
な
ど
が
一
体

で
共
有
さ
れ
て
き
た
。
逆
に
福
祉
、
消
費

生
活
な
ど
の
テ
ー
マ
ご
と
に
分
割
さ
れ
、

効
率
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
の
が
地
方
公

共
団
体
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
縦
割
り
行
政

が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
負
の
影

響
を
与
え
る
可
能
性
は
否
め
な
い
。
ま
ず

は
一
体
的
な
個
人
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
、
様
々
な
情
報
を
共
有
し
て
い
く
中

で
、
各
テ
ー
マ
に
お
い
て
は
集
団
間
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
結
ん
だ
地
方
公
共
団
体
の
各

部
門
が
情
報
発
信
の
核
に
な
る
と
い
う
構

図
が
、新
た
な
「
都
市
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

の
目
指
す
姿
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

各
地
域
で
は
、
既
に
高
齢
者
等
の
見
守

り
を
目
的
と
し
た
福
祉
分
野
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
先
行
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

く
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

の
未
然
防
止
の
た
め
に
新
た
な
担
い
手
を

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
探
そ
う
と
し

て
も
、
人
口
減
少
等
に
よ
る
担
い
手
不
足

か
ら
、
テ
ー
マ
ご
と
に
別
々
の
担
い
手
を

配
置
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
国
で
は
、
こ

の
よ
う
な
既
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携

や
一
体
的
な
運
営
を
地
域
協
議
会
の
ひ
と

つ
の
選
択
肢
と
し
て
推
奨
し
て
い
る
。
一

体
的
な
個
人
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と

い
う
意
味
で
も
、
こ
れ
ま
で
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
内
で
高
齢
者
等
と
つ
な
が
っ
て
き

た
福
祉
分
野
の
担
い
手
を
消
費
生
活
分
野

の
担
い
手
と
し
て
部
分
的
に
で
も
活
用
す

る
こ
と
で
、
消
費
生
活
分
野
の
見
守
り
が

充
実
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　

消
費
者
庁
「
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協

議
会　

設
置
状
況
一
覧
（
２
０
２
０
年

６
月
末
現
在
）」
に
よ
れ
ば
、
三
重
県
内

で
地
域
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の

は
、
名
張
市
（
名
張
市
消
費
生
活
者
被
害

防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

２
０
１
９
年
９
月
24
日
設
置
）、
東
員
町

（
東
員
町
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
、
２
０
２
０

年
２
月
19
日
設
置
）
の
２
公
共
団
体
の
み

で
あ
る
。
人
口
カ
バ
ー
率
目
標
に
少
し
で

も
近
づ
く
た
め
に
、
ま
ず
は
既
存
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
活
動
状
況
等
を
参
考
に
、
高
齢

者
等
の
見
守
り
活
動
に
必
要
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
構
想
を
練
る
と
こ
ろ
か

ら
検
討
を
始
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

三
重
県
で
は
以
前
か
ら
福
祉
部
門
に
よ

る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
未
然
防
止
対
策
が
行

わ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
伊
賀
市
社
会

福
祉
協
議
会
が
２
０
０
４
年
度
か
ら
悪
質

商
法
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
。
市
民
参
加
の
「
い
が
悪
徳
バ
ス
タ
ー

ズ
」
が
悪
質
商
法
を
注
意
喚
起
す
る
講
座

な
ど
を
開
い
て
い
る
こ
と
も
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
用
事
例
と
し
て
特
筆
に
値
す

る
。
消
費
生
活
部
門
、
福
祉
部
門
の
ど
ち

ら
が
推
進
役
に
な
っ
て
も
構
わ
な
い
。
未

然
防
止
へ
の
取
組
を
前
進
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
の
が
筆
者
の
切
な
る
願
い

で
あ
る
。
拙
稿
が
高
齢
者
等
の
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
の
実
態
を
知
り
、
未
然
防
止
に
取

組
む
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

１ 

令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
の
確
定
値
に
よ
る
。

出
所
：
総
務
省
統
計
局
「
人
口
推
計

－

令
和

２
年
６
月
報

－

」

２ 
出
所
：
三
重
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
「
令
和

元
年
度　

相
談
件
数
」

３ 

出
所
：
内
閣
府
「
令
和
元
年
版
高
齢
社
会
白
書
」

ｐ
．
10

４ 

人
口
５
万
人
以
上
の
市
町
に
お
け
る
地
域
協

議
会
設
置
済
の
地
方
公
共
団
体
数
及
び
割
合

は
「
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会　

設
置

状
況
一
覧
（
２
０
２
０
年
６
月
末
現
在
）」
に

基
づ
き
筆
者
算
出
。

５ 

出
所
：
消
費
者
庁
「
地
方
消
費
者
行
政
強
化

作
戦
２
０
２
０
策
定
に
関
す
る
懇
談
会　

取

り
ま
と
め
」
２
０
１
９
年
９
月

６ 

出
所
：
第
14
回
高
齢
消
費
者
・
障
が
い
消

費
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
協
議
会

（
２
０
１
８
年
10
月
16
日
開
催
）
資
料
３

－

１

「
野
洲
市
の
見
守
り
活
動
に
つ
い
て
〜
消
費

者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
と
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
〜
」
野
洲
市
市
民
部
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
市
民
生
活
相
談
課
）

７ 

出
所
：
釘
宮
悦
子
（
２
０
２
０
），
消
費
生
活

サ
ポ
ー
タ
ー
に
対
す
る
施
策
の
効
果
検
証　

－

埼
玉
県
下
の
基
礎
自
治
体
調
査
か
ら

－

，

消
費
者
教
育
，
第
40
冊

８ 

出
所
：
兵
庫
県
消
費
者
行
政
推
進
計
画

（
２
０
１
６
年
３
月
23
日
改
訂
）

９ 

出
所
：
眞
鍋
知
子
（
２
０
１
８
），
高
齢
者
を

見
守
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど
う
広
げ
て

い
く
か
，
国
民
生
活
，
２
０
１
８
．
９
，
８

－

10

10 

出
所
：
広
井
良
典
（
２
０
０
９
），
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
問
い
な
お
す
，
ち
く
ま
新
書

図２　消費者安全確保地域協議会に関するネットワーク概念図（眞鍋（2018）から筆者作成）

５
．三
重
県
で
も
消
費
者
安
全
確
保

地
域
協
議
会
の
設
置
推
進
を


